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この冊子は、倉敷中央病院をご理解いただくとともに、皆さま方との
コミュニケーションをはかるためのものです。皆さまと当院を結ぶ
かけはしとなるように、「Ｋニュース」と名付けました。
●　　●　　●　　●

■患者本位の医療・全人医療・高度先進医療■
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わが街健康プロジェクト。
　－昨年に続いて２回目の
　　ポスター展を開催、
　　力作93点が集まりました

薬剤師

医薬品の調合や調剤、製造などを行える国家資格で、
当院では約100人の薬剤師が在籍しています（2017
年４月時点）。医師の処方箋による調剤業務がイメー
ジとして先行されている方もいらっしゃるかと思いま
すが、薬剤師の業務内容は多岐にわたり、当院では以
下の４つのグループに分かれています。

◆病棟薬剤グループ
病棟に常駐し、患者さんの薬物療法の確認や病棟の

薬品管理、服薬指導を行います。患者さんの訴えや症
状に基づき、医師へ薬物療法を提案するなど、多職種
とも連携しています。

◆注射薬調剤・薬品管理グループ
抗がん剤などの注射薬調剤と麻薬管理を行っていま

す。化学療法センターでの服薬指導やレジメン管理な
ど、医師や看護師らと協力して患者さんが安心して治
療を受けられるよう支援しています。

◆調剤・製剤・薬品試験グループ
外来・入院処方箋による調剤業務を行っています。

外来患者さんの服薬指導や副作用アセスメントを行う
ほか、院内製剤を調製する製剤業務や、薬物の評価・
解析も行っています。

◆薬品情報・薬務グループ
医薬品情報や院内採用医薬品の副作用情報などを収

集・調査し、医師や薬剤師、外部団体の医薬品医療機
器総合機構などへ情報を提供しています。

これらの業務の中から、今回のKNEWS No.31では、
当院薬剤部が取り組むがん患者さんへのサポート内容
に焦点をあててご紹介します。



医療技術は日々進歩して おり、新薬の開発も進んでいます。高度医療分野では薬剤師の
専門性も求められてお り、当院でも専門分野に進む専門薬剤師や認定薬剤師が増えて
います。このページでは がんの認定薬剤師をもつ当院スタッフの大熊さんと松本さんに
認定を目指した理由等を インタビューしました。

大熊 沙代子
がん薬物療法認定薬剤師

松本 浩明
外来がん治療認定薬剤師

◆ 認定薬剤師を取得した理由は？
大熊　病棟で服薬指導をする際、患者さんのより良い治療の
役に立ちたい、相談に対して色んな選択肢の回答を持ち合わ
せた医療者でありたいと思ったのがきっかけです。
松本　外来では患者さんに関われる時間が限られています。
自宅で普段通りの生活が送られるように、的確な対応をス
ムーズに行いたいと考え、資格取得を目指しました。

◆ 仕事内容を教えてください。
大熊　現在は消化器病棟の入院患者さんの服薬指導を担当し
ています。他には、がん患者さん面談時の副作用チェックシー
トの作成や、原発不明のがん患者さんの症例を多職種で検討
するオンコロジーボードに参加しています。
松本　外来化学療法センターでの服薬指導のほか、注射薬調
剤室で、入院患者さんのための注射薬を準備して病棟へ届け
る「払出」や、点滴薬剤を混ぜる「混注」業務を行っています。

入院・外来両方の患者さんのがん化学療法のレジメン監査や
調剤も行います。

◆ 普段の業務ではどのようなことを心がけていますか？
大熊　患者さんの中には困ったことがあっても、言い出せず
に我慢されている方も多くいらっしゃいます。患者さんにま
ず一人の「人」として信頼してもらえるような医療者であり
たいと心がけています。
松本　正確性と確実性、そして、この薬剤・処方の向こう側
に患者さんがいることを意識していますね。

◆ 今後の目標を教えてください。
大熊　認定薬剤師の資格を持っているスタッフだけではな
く、当院すべての薬剤師が地域の皆さんに頼りにされるよう
なチームをつくりたいですね。
松本　外来化学療法センターの患者さん全員への関わりは、
まだ十分とは言えないです。小さな悩みはあるけど言い出せ
ない、そんな患者さんの声を拾い上げ、より安全で安心でき
る外来治療を提供できればと思います。

◆ 患者さんに一言。
大熊　「こんなことを聞くのも申しわけないな」と思わず、ど
んなことでも不安があれば聞いて下さい。私たちは患者さん
から色々相談していただけることを嬉しく思っています。
松本　少しでも気になることがあれば、遠慮なく聞いて下さ
い。一緒に治療を進めていきましょう。

認定薬剤師
薬の専門家として広範にわたる知識と錬磨
された技能を備えた薬剤師を社会に輩出し、
高度化する医療の中で良質かつ安全な薬物
療法の提供と、医療薬学の普及向上を図る
ことを目的としている。感染制御、糖尿病
薬物療法、在宅療養支援など数多くの領域
で認定制度がある（日本医療薬学会より）。
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当院薬剤部キャラクター
「らくすりくん」

先輩薬剤師より　
徳田衡紀・がん指導薬剤師
薬剤師は、患者さんの生活

の質の向上に貢献する責任を
持ってがん薬物療法に携わっ
ています。
日頃から患者さんと真摯に

向き合ってきた姿勢が認められたからこそ、このような認定
を取得することができたことを忘れず、精進しましょう。



7 6

NEWS
NO.31

C
L
O
S
E-

U
P

患
者
さ
ん
の
医
療
用
麻
薬
に
対
す
る
不
安
を

　
　
　
　
　
薬
剤
師
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す

医療用麻薬の国内使用量は年々増
加しており、15年前と比較すると５倍
以上となっています（2014年厚労省調
べ）。当院でも、がんによる痛みをと
る目的で早期から使用される方が増え
ています。これは、以前に比べ「痛み
は我慢しないほうがよい」という考え
が普及したからです。しかしながら、
麻薬という言葉から、中毒や最期の薬
といったイメージをもち不安に思われ
る方がいらっしゃいます。その不安か
ら、服用を止めたり、頓服薬をうまく
使用できなかったりして、痛みを我慢
してしまうケースが見受けられます。

また、医療用麻薬は、軽微な副作用
を生じることが多く、痛みに合わせて
量を調節することと合わせて副作用対
策のお薬を調節することが大切です。
薬の調節には患者さんからの聞き取り
が非常に重要ですが、診察室での時間
は限られています。そこで、診察前の
待ち時間を利用して患者さんと薬剤師
が面談し、その内容によって鎮痛剤の
増量や減量、副作用予防薬を医師へ提
案したり、お薬に関する疑問を解消し
たりするなど、患者さんのサポートを
行なっています。

担当薬剤師から一言
医療用麻薬をはじめ様々な薬を外来通院中に服用し始

めるケースが増えており、薬の自己管理は複雑になって
います。「薬の数を増
やしたくない」「副作
用が心配」などの理由
で、痛みや身体症状を
軽減するためのお薬を
活用できないのは残念
に思います。安心して
お薬を服用していだけ
るように、薬剤師を身
近な存在として相談し
ていただきたいと思っ
ています。

医療用麻薬とは
有効性・安全性が確認されている国が承
認したお薬です。痛みを伝える神経や痛
みを感じる脳の部位に作用して、痛みを
和らげます。痛みのある患者さんに適切
に使用すれば、安全で効果的であること
が分かっています。世間でイメージされ
やすい、覚醒剤や大麻など、快楽を得る
ために乱用される薬物と医療用麻薬は別物です。実際に使
用されている医療用麻薬は「オキシコドン」「モルヒネ」「フェ
ンタニル」といった成分になります。

医療用麻薬の診察前面談に関するお問い合わせは
「1-17窓口」でお声掛けください。

痛みと薬の副作用チェックシート
記入日 年 月 日

氏名

記入者 □患者さん □ご家族
面談薬剤師

※記入は診察日当日もしくは前日にお願いします。定期的に飲んでいる痛み止めの名前（
）●痛みについておうかがいします●

以下のそれぞれの質問について、最近一週間の生活で、最もあてはまる数字に○を付けてくだ

さい。

日常生活への影響はどうですか？
：症状無し ：現在の治療に

満足している
：時に悪い日も
あり、日常生活に
支障をきたす

：しばしばひど
い痛みがあり、日
常生活に著しく支
障をきたす

：ひどい痛みが
常にある

痛みのパターンはどれに近いですか？

痛みの強さはどれくらいですか？

痛みの種類はどれに近いですか？びりびり電気がはしる、しびれる、じんじんする ズキッとする
ズーンと重い

その他の表現（
）

記入の上、診察前に
薬局にお寄りください。



抗がん剤による治療を必要とする患者さんは年々増加
しています。抗がん剤は患者さんの状況に応じた正確な
投与量の調節が必要です。今回の導入により調製過誤が
防止され、患者さんへの安全・安心な薬剤の提供がさら
に強化されました。

また、抗がん剤は正常な細胞にも影響するため、人手
で調製するには色々な危険を伴います。しかし、無菌環境
の中でロボットが調製することで、正確で安全な抗がん剤
を提供することができるようになり、患者さんだけでなく
医療スタッフの安全確保にも寄与しています。

当院の理念である高度先進医療の実践を支える最新機
器が、また一つ充実しました。
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NEWS
NO.31

が
会
場
を
彩
り

ま
し
た
。
サ
ポ

ー
タ
ー
は
「
住

民
と
医
療
機
関

を
つ
な
ぐ
ハ
ー

ト
が
印
象
的
で
、

わ
が
プ
ロ
の
目

的
に
あ
っ
て
い

る
」「
温
か
み

を
感
じ
る
色
調

が
良
い
」
な
ど

と
話
し
な
が
ら

お
気
に
入
り
の

作
品
に
投
票
し

て
お
り
、
最
多

得
票
を
獲
得
し

た
「
サ
ポ
ー
タ

ー
賞
」
が
決
定

し
ま
し
た
。

３
月
９
日
に

学
、
川
崎
医
療
福
祉
大
学
の
デ
ザ
イ
ン

系
学
部
の
学
生
に
呼
び
掛
け
、
集
ま
っ

た
力
作
93
点
を
会
場
に
展
示
し
ま
し
た
。

昨
年
の
応
募
数
49
点
か
ら
大
幅
に
増

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
作
品

「
わ
が
街
健
康
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。」（
わ

が
プ
ロ
）
の
第
14
回

講
演
会
が
２
月
17
日
、

倉
敷
市
民
会
館
で
あ

り
、
倉
敷
市
を
中
心

に
２
２
６
人
の
市
民

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続

き
、「
医
療
機
関
と

上
手
に
付
き
合
う
」

を
幅
広
い
世
代
に
広

め
る
こ
と
を
目
指
し

た
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の

作
成
を
岡
山
県
立
大

　   

わ
が
街
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

︱
昨
年
に
続
い
て
２
回
目
の
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
、力
作
₉₃
点
が
集
ま
り
ま
し
た

APOTECAchemo本体

ロボットアームが機器の中で調製します

注射抗がん剤の
自動調製ロボットを
民間病院で初めて
導入しました
当院薬剤部では４月より、日本で
は２例目、中四国以西・民間病院
では初となる注射抗がん剤の自動
調製ロボット「APOTECAchemo」
が稼動しています。

わがプロの活動テーマ
① 医療機関と上手に付き合う
② 病気の予防と健康維持
③ 倉敷をもっと好きになる

グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
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う
に
し
た
」
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
わ
が
プ
ロ
の
テ
ー
マ
が
広
が
る

よ
う
に
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
興

味
を
持
た
れ
た
方
、
ぜ
ひ
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

血
糖
値
測
定
や
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
た
「
健
や
か
ブ
ー
ス
」
も
講
演

会
当
日
の
13
時
か
ら
50
分
間
開
催
し
て

い
ま
す
。
当
院
や
共
催
医
療
機
関
、
公

民
館
な
ど
に
配
置
し
て
い
る
チ
ラ
シ
が

申
し
込
み
用
紙
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
わ
が
プ
ロ
事
務
局
（
倉

敷
中
央
病
院
地
域
医
療
連
携
室
：
℡

０
８
６
－
４
２
２
－
５
２
１
８
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

次
回
か
ら
児
島
聖
康
病
院
が
加
わ
り
、

共
催
医
療
機
関
は
22
施
設
と
な
り
ま
す
。

第
16
回
講
演
会
は
８
月
29
日
（
火
）
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
次

回
７
月
に
発
行
す
る
Ｋ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
32
号

で
お
伝
え
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
講
演
会
に
６
回
以
上
参
加

さ
れ
て
い
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
に
、「
か
か
り
つ
け
医
を
つ
く

り
、
必
要
時
の
み
大
病
院
に
か
か
る
よ

製
品
を
食
事
に
取
り
入
れ
た
り
す
る
な

ど
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

チ
ク
バ
外
科
・
胃
腸
科
・
肛
門
科
病

院
の
竹
馬 

彰 

先
生
は
早
期
が
ん
に
対

す
る
内
視
鏡
治
療
に
つ
い
て
、
粘
膜
切

開
剥
離
術
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
と
粘
膜
切
除

術
（
Ｅ
Ｍ
Ｒ
）
の
手
技
内
容
を
イ
ラ
ス

ト
と
写
真
で
紹
介
。「
定
期
的
に
検
診

を
受
け
て
早
期
発
見
を
心
が
け
、
異
常

が
あ
れ
ば
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
す
る
。

必
要
時
に
は
か
か
り
つ
け
医
に
専
門
の

医
療
機
関
を
紹
介
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
」
と
、
地
域
の
医
療
機
関

が
役
割
分
担
し
て
い
る
こ
と
も
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

第
14
回
の
参
加
人
数
は
過
去
最
多
で
、

講
演
後
に
は
「
健
診
は
ど
れ
く
ら
い
の

頻
度
で
受
け
る
の
が
い
い
の
か
」
な
ど

多
く
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う

な
作
品
に
し
た
い
」
と
の
想
い
を
表
現

し
た
岡
山
県
立
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
部
の

大
槇
美
穂
さ
ん
の
作
品
を
選
出
し
ま
し

た
。
ポ
ス
タ
ー
は
今
後
、
講
演
会
場
や

共
催
医
療
機
関
に
掲
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

児
島
中
央
病
院
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

の
楠
本 

舞 

先
生
は
、
内
視
鏡
検
査
の

画
像
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
で
示
し
な
が
ら

「
早
期
発
見
・
早
期
治
療
は
、
身
体
的

や
経
済
的
な
負
担
や
治
療
時
間
を
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
説
明
。
生

活
習
慣
や
食
生
活
の
改
善
で
発
が
ん
リ

ス
ク
を
抑
え
ら
れ
る
と
し
、
食
事
は
腹

八
分
に
し
た
り
野
菜
や
海
草
、
豆
や
豆

は
制
作
し
た
学
生

や
指
導
教
官
ら
を

招
い
た
表
彰
式
を

市
民
会
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
展
示

中
は
学
生
と
事
務

局
ス
タ
ッ
フ
で
、

医
療
機
関
と
上
手

に
付
き
合
う
こ
と

の
重
要
性
や
、
作

品
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
意
見
交
換
し

ま
し
た
。
共
催
医

療
機
関
で
テ
ー
マ

に
対
す
る
表
現
力

や
デ
ザ
イ
ン
性
を

検
討
し
て
決
定
し

た
最
優
秀
賞
に
は
、

「
病
院
と
の
上
手

な
付
き
合
い
方
に

次回第15回講演会は 参加無料

「楽しく今を生きるために」
倉敷リバーサイド病院　人工関節センター　センター長　川口 　洋　先生

講 演①

「ウォーキングで健康づくり」講 演②
玉島中央病院　健康運動指導士　影山 尚也　先生

倉敷市民会館　大会議室2F
2017年5月23日（火）14:00～

第
14
回
講
演
は
胃
が
ん
と
大
腸

が
ん
の
検
診
・
治
療
に
つ
い
て

わがプロカウンター
参加延べ人数 2,657人

　　ブロンズサポーター
（講演会3回参加） 205人

　　ゴールドサポーター
　（講演会6回+ミーティング2回参加） 90人

わ
が
街
健
康
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
ち
ら
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込

め
ば
、
直
接
ペ
ー
ジ
へ

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

楠本先生竹馬先生



個
数
が
多
い
病
変
、
あ
る
程
度
以
上
大
き

な
病
変
に
は
適
応
と
な
り
ま
せ
ん
。
肝
動

脈
塞
栓
療
法
は
個
数
や
位
置
に
そ
れ
ほ
ど

関
係
な
く
施
行
で
き
、
肝
機
能
が
極
め
て

不
良
な
症
例
に
も
適
応
と
な
り
ま
す
が
、

根
治
度
は
手
術
や
ラ
ジ
オ
波
に
は
劣
り
ま

す
。
早
期
発
見
で
の
手
術
が
、
根
治
に
つ

な
が
り
ま
す
。

早
期
発
見
の
た
め
に
は
？

肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
言
わ
れ
、

自
覚
症
状
が
出
に
く
い
た
め
、
異
常
に
気

付
い
た
時
に
は
症
状
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
肝
臓
が
ん
は
検
診
で

偶
然
発
見
さ
れ
た
り
、
他
の
病
気
で
受
診

し
た
際
に
見
つ
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
有

効
で
、
日
常
生
活
で
は
食
習
慣
や
生
活
習

慣
を
見
直
し
、
肥
満
に
な
ら
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

が
拡
大
し
、
大
き
な
肝
切
除
に
対
し
て
も

腹
腔
鏡
手
術
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
腹

腔
鏡
手
術
は
増
加
傾
向
で
す
。
腹
腔
鏡
を

用
い
た
場
合
の
利
点
と
し
て
は
、
手
術
操

作
部
位
を
拡
大
し
て
視
認
で
き
る
の
で
、

精
密
な
手
術
が
可
能
で
、
出
血
量
も
大
幅

に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
開
腹
手
術

と
比
べ
て
傷
も
小
さ
く
術
後
の
回
復
も
圧

倒
的
に
早
い
の
で
、
平
均
１
週
間
で
退
院

可
能
で
す
。

ほ
か
の
治
療
方
法
は

ラ
ジ
オ
波
焼
灼
術
は
、
ラ
ジ
オ
波
電
流

を
腫
瘍
の
中
に
流
し
て
、
病
変
を
焼
灼
さ

せ
ま
す
。
ま
た
、
冠
動
脈
塞
栓
療
法
は
、

が
ん
に
栄
養
を
運
ん
で
い
る
血
管
を
人
工

的
に
塞
ぎ
、
が
ん
細
胞
を
死
滅
さ
せ
ま
す
。

ど
ち
ら
も
手
術
よ
り
負
担
が
小
さ
い
こ

と
は
確
か
で
す
が
、
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
術
は

病
変
の
位
置
に
よ
っ
て
は
実
施
で
き
ず
、

協
議
会
が
発
表
し
た
肝
臓
が
ん
の
10
年
相

対
生
存
率
は
、
症
例
数
２
、１
１
３
に
対

し
て
16
・
４
％
で
し
た
。

治
療
方
法
は
？

ま
ず
は
肝
臓
が
ん
の
疑
い
が
あ
れ
ば
、

超
音
波
や
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像
検

査
と
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
に
よ
る
血
液
検
査
を

行
う
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

手
術
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
手
術
に
よ
る

病
変
の
除
去
が
最
も
有
効
な
治
療
で
す
。

肝
臓
の
機
能
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
場

合
は
手
術
が
困
難
で
あ
り
、
が
ん
の
個
数

や
場
所
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
ラ
ジ
オ

波
治
療
や
肝
動
脈
塞
栓
療
法
な
ど
内
科
的

治
療
を
行
い
ま
す
。

最
近
、
腹
腔
鏡
手
術
が

増
え
て
い
る
と
聞
き
ま
す

腹
腔
鏡
下
肝
切
除
術
の
保
険
適
応
術
式

さ
ま
ざ
ま
な
異
常
が
起
こ
り
え
ま
す
。

肝
臓
が
ん
は
主
要
な
発
生
要
因
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
が
ん
の
一
つ
で
す
。
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
過
去
に
輸
血
や

集
団
予
防
接
種
な
ど
で
感
染
が
問
題
と

な
っ
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
Ｂ
型
と
Ｃ

型
が
、
が
ん
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
Ｃ
型
に
つ
い
て
は
有
効
な
治
療

薬
が
開
発
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
完
治
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
飲
酒
に
よ
る
ア
ル

コ
ー
ル
性
肝
障
害
や
肥
満
な
ど
に
よ
る
脂

肪
肝
が
、
最
近
は
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い

ま
す
。

年
齢
別
の
が
ん
罹
患
率
は
、
男
性
で
は

40
歳
代
後
半
、
女
性
は
50
歳
代
後
半
か
ら

増
加
し
始
め
て
い
ま
す
。
罹
患
率
と
死
亡

率
は
、
男
性
の
ほ
う
が
高
く
女
性
の
約
３

倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
罹
患
数
と
死
亡
数

の
差
が
小
さ
く
、
難
治
性
の
が
ん
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
が
ん
セ
ン
タ
ー

肝
臓
が
ん
の
原
因
は
？

ま
ず
、
肝
臓
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

肝
臓
は
腹
部
の
右
上
に
位
置
す
る
最
大
の

内
臓
で
、
代
謝
や
解
毒
、
体
に
必
要
な

蛋
白
の
合
成
、
胆
汁
の
生
成
・
分
泌
な

ど
機
能
も
多
い
で
す
。
肝

臓
は
少
し
切
り
取
ら
れ
て

も
再
生
で
き
る
な
ど
の
特

徴
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

何
ら
か
の
原
因
で
慢
性
的

に
炎
症
が
起
き
た
り
、
切

除
さ
れ
る
肝
臓
の
範
囲
が

大
き
く
な
っ
た
り
す
る
と
、

肝
臓
の
機
能
が
低
下
し
、

肝
臓
が
ん
手
術
の
は
な
し

外
科　

　
医
長　

大
目　

祐
介
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資料：国立がん研究センターがん対策情報センター
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Q

A.
なぜ3Dプリンターが病院に？

Q どうやって作るのですか？

A.A.

業務用から家庭用まで、幅広く販売される
ようになった３Ｄプリンターですが、当院
も医療用の３Ｄプリンターを１台所有して
います。
「なぜ病院に３Ｄプリンターがあるのか？」
を、山本浩之・ＣＴ検査室長に聞きました。

山本 浩之 室長

山本 室長：手術支援のためです。手術する部位の実物大模型を
使い、医師が事前に手術のトレーニングをします。
実際に模型を削るなどして手術のシミュレーション
ができるため、患者さんの安全につながっています。

Q

A.A.
どんな診療科で使われていますか？

山本 室長：整形外科や耳鼻咽喉科・頭頸部外科、形成外科が多
いですね。１ヶ月あたり、約 10件作製しています。

Q

A.
模型のほかにも３Ｄを使った支援はありますか？

山本 室長：
３Ｄラボ室では骨や血管、
腫瘍などの位置関係が把握
できる、右図のような３次
元画像も作成しています。
手術室とも連動しており、
術中支援も行っています。

３Ｄプリンターにデータ
を送ると、６～ 12 時間
で石膏の模型が作製され
ます

石膏を吸い上げると作製
部位の模型が姿を･･･

1

２

３

作製部位のＣＴデータを
基に設計します

そのままでは脆いため、
特殊な接着剤で表面を固
めます

４

５

模型に付着している石膏
の粉を落とします

６
作成された模型を医師に
届け、手術の練習や患者
さんへの説明に利用され
ます。

３Ｄプリンター
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今回は、当院のシンボル
ともなっている温室をご紹
介します。創立のときから
外来患者さん用と、入院患
者さん用のふたつがありま
した。外来患者さん用は、
身体の痛みや精神的な悩み
で沈みがちになる気分をお
慰めするために、また入院
患者さん用は、入院時の退
屈なひとときを楽しんでい
ただくために、創立者・大
原孫三郎が、大原美術館の絵画を収集した児島虎次郎ととも
に設計したと言われています。
現在の温室は昭和57年に作られたもので、ピンクの苞葉

が美しいブーゲンビリアやとっくり椰子、マニラ椰子など、
約20種類の熱帯植物を植えています。
噴水は、旧入院患者さん用の温室にあった型を、1.5倍の

大きさで復元しました。支柱の部分に掘り込まれた「OHNE
　WASSER　KEINE　LEBEN　―水なきところに生命な
し」の言葉通り、溢れる水は豊かな生命力を感じさせてくれ
ます。

　創立者の大原孫三郎は、病院の
設計理念のひとつに「病院くさく
ない明るい病院」を掲げました。
　倉敷中央病院には、いくつもの
アメニティスペースが設けられて
います。噴水の水音が聞こえ、明
るい日差しが降りそそぐ温室。風
を感じられるセントラルパーラー、
そこで開催されるコンサート。心

を和ませてくれるくつろぎの空間に、多くの方が自然と集
まってきます。患者さんへの優しい環境づくりは、当院にとっ
て、大切な医療の一環です。

当院には温室や多数の絵画など、患者さんに心安らぐひとときを過ご
していただけるようにと、さまざまな施設・装飾が施されています。
このコーナーでは数々の憩いのスポットをご紹介します。

　 温室のデザイン画▶

▼ 創立当初の温室　

▼ 現在の温室
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倉敷

さがし
いいとこ

倉敷中央病院広報室では、患者さんの体験記や本誌
「KNEWS」をお読みになられてのご感想などを心か
らお待ちしています。

当院で手術や検査をする前後のお気持ちや退院後の様
子などを記していただいく闘病記や、誌面で知りたい
情報等をお寄せいただけますと幸いです。
ご住所、ご氏名、ご連絡先をご記入いただき、下記宛
先までご応募ください。

宛先はすべて「倉敷中央病院  広報室」で

▼郵送の場合
　　　〒710-8602　倉敷市美和1-1-1

▼FAXの場合
　　　0120-666-339

▼メールの場合
　　　koho@kchnet.or.jp

不明な点などございましたら、下記連絡先まで
ご連絡をお願いいたします。

倉敷中央病院  広報室
℡ 086-422-0210（代表）

募集していましていましていましていましていましていましていましていますす！！しています！

皆さまからの皆さまからの

おたよりおたよりおたよりおたよりおたよりをを

平成29年度は、7月17日（月）「海の日」と11月23
日（木）「勤労感謝の日」を病院の稼動日としています。
つきましては、両日の外来は平常通りの診療といたし
ますのでよろしくお願いします。

病院長　

倉敷中央病院からのお知らせ
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このコーナーでは、みなさんに倉敷地域の良さを
今まで以上に知っていただくために、

いろんな行事にスポットを当ててご紹介します。

少し気が早いですが、今回は子供から大人まで楽しめる夏
の風物詩・倉敷名物土曜夜市を紹介します。
今年で第68回目となる倉敷名物土曜夜市ですが、始まった
きっかけはご存知ですか？
戦後の混乱が続き、統制経済が市民生活を厳しく圧迫して
いた昭和25年４月、倉敷商店街振興連盟総会で事業計画につ
いての協議がありました。夏の催し物として戦前、盛大に実
施されていた各商店街での夜市を、全市商店街参加による夜
市に統一実施し、娯楽、憩いに乏しかった市民に提供して夏
の夜を楽しんでいただくことになりました。第一回は昭和25
年７月８日の夜に開かれ「素人演芸会」「素人のど自慢大会」
などの催し物もあり、見物客も身動きが取れない程の盛況を
極めたといわれています。昭和26年の第２回には、うわさを
聞いた県内各市から視察が相次ぎ、次第に県下へと拡がった
とされています（昭和50年７月31日「倉敷新聞」より）。
今年は以下の日程で開催となります。７月22日㈯には「第
47回倉敷天領夏まつり」が行われます。当院の有志も参加し
ているOH！代官ばやし踊りも開かれます。みなさん、倉敷
の夏の夜を彩る土曜夜市に足を運んでみてはいかがですか。

第68回
　倉敷名物土曜夜市

平成29年７月１日㈯～平成29年８月５日㈯
※毎土曜日（６回）、雨天中止
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倉敷郵便局
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倉敷中央病院

倉敷中央病院の役割は？
当院は地域の診療所や病院から紹介のあった緊急・重
症な患者さん、救急搬送された患者さんを中心に、入
院や手術など高度で専門的な医療を24時間体制で提供
する急性期病院です。症状が安定されましたら、お近
くの医院をご紹介させていただきます。紹介元の先生
よりご依頼があれば、いつでもフォローいたします。

かかりつけ医を持ちましょう
かかりつけ医を持つことは患者さんにとって大きな利
点があります。かかりつけ医は当院の医師と違う視点
で病気を管理することができ、十分な時間を取っての
相談も可能です。入院や手術など高度で専門的な医療
が必要と判断された場合、紹介状を作成されますので
当院を受診してください。当院での検査や治療が終了
しましたら、当院主治医からかかりつけ医に治療結果
を報告しますので、かかりつけ医で継続した治療を受
けていただきます。

〒710-8602　岡山県倉敷市美和1丁目1番1号
TEL.（086）422-0210㈹　FAX.（086）421-3424
http://www.kchnet.or.jp

倉敷中央病院 かかりつけ医

地域医療機関・
救急を支える病院

専門的な検査や治
療が必要なときは
倉敷中央病院へ

病状が安定したら
かかりつけ医へ

KURASHIKI  CENTRAL  HOSPITAL

この冊子は、倉敷中央病院をご理解いただくとともに、皆さま方との
コミュニケーションをはかるためのものです。皆さまと当院を結ぶ
かけはしとなるように、「Ｋニュース」と名付けました。
●　　●　　●　　●

■患者本位の医療・全人医療・高度先進医療■
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Close-up


